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�����今月の主なページ 

 2 成人式 
 4 平成18年区長会 
 6 武石村消防団出初め式 
 8 人権教育紙上講座 
 12 四葉のスケッチ 
 14 こんにちは社協です 
 16 議会だより 
 18 暮らしの便利帳 
 22 農業所得の申告について 
 24 戸籍の窓　 

�����今月の人口・世帯 
人口……4,253人　世帯……1,459戸 

　新春恒例の成人式が中央公民館を会場に行われました。 

　新たに成人を迎えた６５人は色鮮やかな振袖やスーツで

身を包み、夢や希望を胸に大人への仲間入りをしました。 
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日
本
に
住
む
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人
は
、

国
民
年
金
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
働
く
世
代
が
納
め
る
保
険
料
で

そ
の
親
の
世
代
の
生
活
を
支
え
る
、
世
代
と
世
代

の
支
え
合
い
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
公
的
年
金
制
度

で
す
。
公
的
年
金
は
、
物
価
の
変
動
に
応
じ
て
年

金
額
が
改
定
さ
れ
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
支
給
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
老
後
に
受
け
取
る
老
齢
年
金
だ
け

で
な
く
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
も
あ
り
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
家
族
の
安
心
を
守
る
柱
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
は
、
役
場
の

年
金
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
二
十
歳
前
に
就
職
さ
れ
、
社
会
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。 

親
の
世
代
の
老
後
を
支
え
、 

     

自
分
の
老
後
に 

              

備
え
る
た
め
に 

二
十
歳
か
ら
の
義
務

二
十
歳
か
ら
の
義
務 

二
十
歳
か
ら
の
義
務

二
十
歳
か
ら
の
義
務 

二
十
歳
か
ら
の
義
務 

〜
国
民
年
金
の
加
入
〜 

　
選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
が
政
治
に
参
加
す
る
重

要
な
機
会
で
す
。
二
十
歳
に
な
っ
た
人
は
、
そ
の

選
挙
に
参
加
す
る
権
利
、
国
会
議
員
や
地
方
議
会

の
議
員
、
自
治
体
の
首
長
を
選
ぶ
「
選
挙
権
」
を

も
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
政
治
に
は
あ
ま
り
関
心

が
な
い
と
い
う
人
に
と
っ
て
も
、
税
金
や
福
祉
、

教
育
、
経
済
な
ど
、
政
治
は
身
近
な
暮
ら
し
と
権

利
に
直
接
か
か
わ
る
問
題
で
す
。 

　
自
分
た
ち
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
の
代
表
者

を
選
ぶ
の
が
選
挙
で
す
か
ら
、
他
人
任
せ
で
は
い

け
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
は
選
挙
を
通
し
て
、
ど

ん
な
社
会
に
し
て
い
き
た
い
か
、
自
分
の
意
見
を

示
す
一
票
を
権
利
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
と
同

時
に
、
そ
れ
に
対
す
る
責
任
を
も
負
っ
て
い
る
の

で
す
。 

　
自
分
が
選
ぶ
政
党
や
候
補
者
の
政
策
、
考
え
方

な
ど
は
、
当
然
、
事
前
の
情
報
と
し
て
知
っ
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
選
挙
の
期
間
は
、
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
政
見
放
送
や
新
聞
、
ビ
ラ
な
ど

の
各
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

政
治
や
行
政
に
も
、 

  

積
極
的
に 

       

参
加
し
よ
う 

　
医
療
を
支
え
る
「
献
血
」
へ
の
協
力
は
、
健
康

で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
、
医
療
に

貢
献
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
つ
で
す
。 

　
人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
血
液
は
、
医
学
の
発
達
し
た
現
在
で
も
、

人
工
的
に
つ
く
り
だ
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
病

気
や
け
が
の
治
療
の
た
め
に
血
液
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
、
多
く
の
人
の
善
意
に
よ
る
献
血
は
医
療

を
支
え
る
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
献
血
の
方
法
に
は
、
四
百
ml
献
血
、
二
百
ml
献

血
、
成
分
献
血
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢

化
を
迎
え
、
献
血
の
世
界
で
は
若
い
人
た
ち
か
ら

の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

成
人
と
な
っ
た
若
い
皆
さ
ん
に
も
、
献
血
へ
多
く

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

健
康
な
あ
な
た
の
献
血
で
、 

     

病
気
の
人
の
命
が 

                 

救
わ
れ
ま
す 

二
十
歳
か
ら
の
権
利

二
十
歳
か
ら
の
権
利 

二
十
歳
か
ら
の
権
利

二
十
歳
か
ら
の
権
利 

二
十
歳
か
ら
の
権
利 

〜
選  

挙  

権
〜 

二
十
歳
の
献
血

二
十
歳
の
献
血 

二
十
歳
の
献
血

二
十
歳
の
献
血 

二
十
歳
の
献
血 

○地域や社会に貢献したい。
○自分に自信がもてる大人になりたい。
○自覚を持っていろんなことをやりたい。
○就職するので早く仕事に慣れたい。
○今目指している職業にはやく慣れるといい。
○仕事ができる大人になりたい。
○自分の行動に責任をもてるようになりたい。
○昔からの夢をかなえたい。
○健康に気をつけていきたい。
○夢を見ることを忘れない大人になりたい。
○自分を見失わず、責任がもてる大人になりたい。
○就職も決まり責任感をもって仕事をしていきたい。
○成人として恥ずかしくない行動をとりたい。
○これからも自分の夢に向かって頑張りたい。
○人のことを思いやれるやさしい大人になりたい。
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新
春
恒
例
の
成
人
式
が
、
元
旦
の
十

一
時
か
ら
中
央
公
民
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
成
人
を
迎
え
た
の
は
、
昭
和
六

十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
一
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
村
内
出
身
者

や
村
内
在
住
の
六
十
五
人
で
す
。

成  

人  

式

成  

人  

式

鳥
　
　
屋
●
浅
田
　
貴
彦
・
市
川
　
博
章
・
内
田
　
好
美

小
田
中
明
子
・
北
澤
　
美
穂
・
小
林
佐
和
子

沖

●
川
合
　
浩
子
・
北
澤
　
　
崇
・
染
川
沙
和
美

服
部
　
美
鈴
・
松
本
　
直
也
・
箕
輪
　
純
也

服
部
　
真
紀

薮
　
　
合
●
雨
宮
　
洋
平
・
萱
津
　
　
愛
・
國
原
　
健
介

小
宮
山
亮
太
・
滝
澤
　
啓
司
・
橋
詰
　
幸
枝

中
井
由
季
子

中
　
　
島
●
樋
沢
　
良
太

七
　
　
ヶ
●
飯
田
　
真
寿
・
角
張
　
泰
史
・
黒
木
　
志
匡

滝
沢
　
由
詩
・
原
田
　
　
翔
・
舟
木
美
里
子

古
川
奈
々
子
・
宮
澤
　
正
直
・
森
田
　
勝
俊

森
田
　
　
恵
・
柳
沢
　
保
宏
・
宮
下
　
一
哉

池
田
　
美
穂

片

　

羽
●
小
林
　
和
平
・
玉
崎
　
科
乃
・
水
澤
あ
け
み

宮
原
　
京
美
・
村
岡
　
　
圭
・
村
岡
　
　
峻

小
山
　
景
子

堀

之

内
●
大
井
　
純
一
・
児
玉
　
翔
吾
・
小
林
　
鈴
実

豊
田
慶
次
郎
　

市

之

瀬
●
柿
嶌
　
仁
美
・
佐
藤
　
　
渚
・
松
井
　
洋
輔

佐
藤
　
弘
康

下

本

入
●
児
玉
　
美
希
・
滝
澤
　
未
夏
・
橋
詰
　
光
太

林
見
　
大
典
・
小
坂
　
　
誠

上

本

入
●
池
内
　
清
隆
・
橋
詰
　
儀
一
・
比
田
井
麻
結

下
城
　
　
愛
・
橋
詰
　
雄
太
・
滝
沢
　
和
也

北
澤
　
雅
裕
・
小
林
真
実
子

小

沢

根
●
齋
藤
　
裕
美

余
　
　
里
●
櫻
井
　
　
奨
・
柴
　
　
瑞
貴

二十歳を迎えて
あなたの抱負は何ですか

（新成人の抱負を抜粋）

成人を迎えられたみなさん
（敬称略・順不同）
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ベ
ン
ト

・
３
月
６
日

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
開
庁
式

◆
交
通
体
系
の
変
更
に
つ
い
て

▽
２
月
６
日
よ
り
、
デ
マ
ン
ド
車
両

（
愛
称：

武
石
ス
マ
イ
ル
号
）
を

使
っ
た
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

▽
千
曲
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
　

・
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
は
、

現
行
ど
お
り
運
行
が
さ
れ
ま

す
。

・
平
成
18
年
４
月
１
日
以
降
、
朝

２
便
、
夕
４
便
の
運
行
が
さ
れ

ま
す
。

▽
保
育
園
の
通
園
に
つ
い
て

・
専
用
の
車
両
に
よ
る
送
迎
は
廃

止
し
、
デ
マ
ン
ド
車
両
を
利
用

し
て
、
送
迎
を
行
い
ま
す
。

・
利
用
料
は
、
今
ま
で
ど
お
り
で

す
。

・
時
間
は
、
８
時
30
分
ま
で
に
保

育
園
に
登
園
す
る
よ
う
若
干
の

変
更
が
あ
り
ま
す
。

◆
納
税
相
談
に
つ
い
て

▽
２
月
16
日
か
ら
３
月
14
日
ま
で
実

施
し
ま
す
。
な
お
、
日
を
決
め
て

鳥
屋
、
沖
、
下
本
入
、
下
小
寺
尾
、

築
地
原
、
小
沢
根
、
余
里
の
各
地

区
に
お
い
て
も
行
い
ま
す
。

◆
水
田
生
産
調
整
に
つ
い
て

▽
平
成
18
年
度
調
整
割
当
予
定
面
積

は
17
年
度
並
み
で
す
。

◆
土
地
改
良
の
分
担
金
に
つ
い
て

▽
平
成
18
年
中
に
決
定
予
定
で
す
。

◆
除
雪
等
に
つ
い
て

▽
例
年
ど
お
り
各
区
で
除
雪
機
械
所

有
者
に
委
託
を
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
費
用
は
区
長
確
認
の
上
、
請

求
書
を
建
設
環
境
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
道
路
が
凍
結
し
て
塩
カ
ル
が
必
要

な
場
合
は
、
役
場
に
取
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
路
上
駐
車
の

禁
止
・
道
路
上
に
は
み
出
し
た
生

垣
や
木
の
枝
の
処
理
な
ど
も
お
願

い
し
ま
す
。

◆
水
道
の
凍
結
防
止
に
つ
い
て

▽
偶
数
月
の
上
旬
に
水
道
メ
ー
タ
ー

の
検
針
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ボ
ッ
ク
ス
上
の
雪
は
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
環
境
衛
生
関
係
に
つ
い
て

▽
合
併
し
ま
す
が
ゴ
ミ
の
指
定
袋
の

出
し
方
は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。

▽
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
と
分

別
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
犬
の
放
し
飼
い
の
苦
情
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
周
知
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
学
校
教
育
関
係

・
武
石
小
学
校
　

児
童
数
２
１
８
人

・
依
田
窪
南
部
中
学
校

生
徒
数
２
８
４
人

◆
社
会
教
育
関
係
　
　
　
　

・
子
育
て
支
援
事
業
の
推
進

（
子
育
て
講
座
、
講
演
会
の
開

催
、
あ
そ
び
の
教
室
他
）

・
青
少
年
育
成
事
業
の
推
進

（
地
区
育
成
会
に
よ
る
花
壇
作

り
活
動
、
レ
ッ
ツ
ち
ゃ
れ
ん
児

体
験
、
小
中
学
生
ス
ポ
ー
ツ
活

動
他
）

・
芸
能
・
文
化
活
動
事
業
の
推
進

（
各
種
サ
ー
ク
ル
、
趣
味
グ
ル

ー
プ
20
団
体
の
支
援
、
文
化
祭
、

芸
能
祭
の
開
催
他
）

・
図
書
室
の
利
用
促
進

（
読
書
サ
ー
ク
ル
、
お
は
な
し

の
会
活
動
、
研
究
資
料
の
貸
出

し
他
）

・
人
権
教
育
事
業
の
推
進

（
人
権
啓
発
運
動
、
男
女
共
同

参
画
事
業
の
推
進
、
企
業
人
権

教
育
活
動
の
推
進
）

▽
新
春
詩
歌
展

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

１
月
末
ま
で

▽
第
13
回
と
も
し
び
の
里
芸
能
祭

２
月
12
日（
日
）

▽
文
化
祭

11
月
３
日（
金
）〜
４
日（
土
）予
定

◆
社
会
体
育
関
係

▽
分
館
親
善
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
　

３
月
12
日（
日
）

約
50
チ
ー
ム
参
加
予
定

▽
分
館
親
善
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

５
月
28
日（
日
）
予
定

▽
夏
祭
り
球
技
大
会

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

８
月
15
日（
火
）
予
定
　

▽
武
石
地
域
の
体
育
祭

10
月
８
日（
日
）
予
定

◆
武
石
村
中
間
教
室
（
ふ
れ
あ
い

教
室
）
に
つ
い
て

▽
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
児
童
生
徒

等
を
対
象
と
し
た
支
援
事
業
。
旧

権
現
保
育
園
舎
を
利
用

・
開
校
日
及
び
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
は
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

◆
と
も
し
び
博
物
館
に
つ
い
て

▽
開
館
は
４
月
か
ら
12
月
で
す
が
、

１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
冬
期
休
館

中
で
も
特
別
イ
ベ
ン
ト
や
茶
道
教

室
に
は
随
時
開
放
し
ま
す
。

▽
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
祭
り

２
月
４
日（
土
）

▽
萩
ま
つ
り
　
９
月
初
旬

▽
茶
灯
会
　
10
月
初
旬

▽
と
も
し
び
茶
会
・
特
別
展

11
月
上
旬

◆
心
配
ご
と
相
談
所
に
つ
い
て

▽
毎
月
一
回
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
開
設
し

ま
す
。

◆
結
婚
相
談
所
に
つ
い
て

▽
各
相
談
員
と
社
協
で
受
け
付
け
で

き
ま
す
。

◆
各
種
会
費
・
募
金
等
に
つ
い
て
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
社
会
福
祉
協
議
会
費
　
８
月
頃

▽
赤
い
羽
根
共
同
募
金
　
10
月
頃

▽
１
円
玉
募
金
　
10
月
頃

◆
社
会
福
祉
協
議
会
の
合
併
に
つ

い
て

▽
平
成
18
年
10
月
１
日
に
合
併
し
ま

す
。
新
名
称
は
「
上
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
」
で
す
。

住
民
課
関
係

産
業
振
興
課
関
係

建
設
環
境
課
関
係

教
育
委
員
会
関
係

社
会
福
祉
協
議
会
関
係
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鳥屋………… 滝沢　幸彦
沖…………… 小林　延存
薮合………… 竹内　邦人　
中島………… 小林　雅彦
七ケ………… 小松　敏悦
片羽………… 柳　　信武
堀之内……… 近藤　和生
市之瀬……… 柿島　康朋
下本入……… 小林仁史夫
権現………… 橋詰　幸男
下小寺尾…… 宮下　賢吾
上小寺尾…… 宮下　進
唐沢………… 下村　孝明
築地原……… 上原　久寿
大布施巣栗… 下城　義一
西武………… 井出　守雄
小沢根……… 堀　　　保
余里………… 竹内　新蔵

◆
配
布
物
の
委
託
に
つ
い
て

▽
１
月
、
２
月
は
月
末
、
４
月
か
ら

は
毎
月
１
日
と
16
日
（
休
日
の
場

合
は
そ
の
直
前
の
平
日
）
に
配
布

し
ま
す
。
３
月
か
ら
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
区
長
宅
へ
配
布

し
ま
す
。

◆
広
報
武
石
縮
刷
版
の
発
刊
に
つ

い
て

▽
１
月
末
の
区
長
配
布
で
、
各
地
区

の
伍
軒
組
み
単
位
で
取
り
ま
と
め

を
お
願
い
し
、
２
月
20
日
（
月
）

ま
で
に
申
込
書
に
代
金
（
１
冊

１，

０
０
０
円
）
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
配
布
の
時
期
は

４
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

◆
消
防
関
係
に
つ
い
て

▽
冬
期
を
迎
え
、
河
川
、
地
区
内
の

用
水
路
等
の
水
利
が
大
変
悪
い
状

態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
火

の
元
の
注
意
を
徹
底
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
山
仕
事
や
炭
焼
き
等
で
多
量
の
煙

火
が
昇
る
場
合
は
、
事
前
に
依
田

窪
南
部
消
防
署
（
68
‐
０
１
１
９
）

へ
の
連
絡
を
徹
底
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
近
年
、
団
員
の
確
保
が
困
難
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
新
入
団
員
加

入
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
村
営
バ
ス
に
つ
い
て

▽
村
営
バ
ス
は
２
月
４
日（
土
）ま
で

の
運
行
と
な
り
ま
す
。
２
月
６
日

（
月
）か
ら
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ

ム
が
運
行
し
ま
す
。

◆
選
挙
関
係
に
つ
い
て

▽
平
成
18
年
選
挙
の
予
定

・
４
月
９
日（
日
）

市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙

（
武
石
選
挙
区
　
定
数
２
）

・
７
月
上
旬

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

（
武
石
選
挙
区
　
定
数
３
）

・
７
月
以
降

財
産
区
議
会
議
員
選
挙

（
武
石
財
産
区
　
定
数
未
定
）

・
８
月
末
予
定

長
野
県
知
事
選
挙

◆
交
通
災
害
共
済
の
加
入
に
つ
い

て
▽
現
在
加
入
の
東
信
交
通
災
害
共
済

は
、
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
は
上

田
市
交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入
と

な
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
２
月

末
の
区
長
配
布
で
お
配
り
し
ま

す
。
３
月
24
日（
金
）（
厳
守
）
ま

で
に
各
地
区
ご
と
に
取
り
ま
と

め
、
申
込
書
に
会
費
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
合
併
ま
で
の
主
な
日
程
（
予
定
）

に
つ
い
て

・
１
月
末

新
市
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
配
布
　
　

・
２
月
26
日
　
閉
村
式

（
13：

30
〜
中
央
公
民
館
）

・
２
月
末
　
閉
村
記
念
誌
配
布
　
　

・
３
月
５
日

新
市
発
足
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ

区長会長には余里区長の竹 内 新 蔵さん
副 会 長には鳥屋区長の滝 沢 幸 彦さん

平
成
十
八
年
の
各
地
区
の
区
長
さ
ん
が
決
ま
り
、
一
月
十
三
日
に
中
央
公
民
館
で

区
長
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

区
長
会
で
は
、
会
長
、
副
会
長
の
選
任
の
他
、
今
年
村
が
進
め
る
諸
事
業
や
施
策

な
ど
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
新
区
長
さ
ん
に
ご
協
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
区
長
さ
ん
に
は
今
年
一
年
間
、
区
・
村
行
政
の
多
面
に
わ
た
り
、
大
変
ご
苦
労

を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
前
区
長
さ
ん
の
多
大
な
る
ご
尽
力
に
対
し
て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
区
長
会
で
協
議
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
要
約
・
抜
粋
）

新区長さんは
次の方々です。

（敬称略）

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

平成18年区長会

総
務
課
関
係

企
画
財
政
課
関
係
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新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た

一
大
イ
ベ
ン
ト
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

も
終
わ
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
年
が

暮
れ
、
新
年
が
明
け
ま
し
た
。
様
々

な
行
事
と
め
ま
ぐ
る
し
い
年
の
瀬
で

疲
れ
た
は
ず
で
す
が
、
新
し
い
年
が

明
け
て
の
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
で
は
み
ん

な
生
き
生
き
と
し
た
顔
を
し
て
出
て

き
て
く
れ
ま
し
た
。
お
年
玉
の
話
や

テ
レ
ビ
の
話
し
で
盛
り
上
が
る
子
も

い
れ
ば
、
ま
だ
た
っ
ぷ
り
あ
る
冬
休

み
の
宿
題
を
必
死
に
な
っ
て
や
っ
て

い
る
子
も
い
ま
す
。
で
も
ど
の
顔
も
、

お
正
月
を
迎
え
た
新
鮮
な
気
持
ち
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
新
年
に
な
っ
て

も
そ
の
元
気
さ
は
相
変
わ
ら
ず
で
す
。

少
し
ず
つ
日
が
長
く
な
り
い
つ
ま
で

も
外
で
遊
び
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
の
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、
暗
く
な

る
前
に
は
施
設
内
に
入
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
で
も
遊
び
足
り
な
い
子

ど
も
た
ち
は
中
で
も
元
気
に
走
り
回

り
ま
す
。

今
日
も
小
さ
な
ぬ
い
ぐ
る
み
を
使

っ
て
、
投
げ
な
が
ら
追
い
か
け
る
鬼

ご
っ
こ
や
、
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
と
称
し

た
当
て
っ
こ
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
中
心
に
な
る
の
は
高
学
年
の

お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
。
今
話
題
の
お
笑

い
芸
人
の
も
の
ま
ね
を
組
み
入
れ
な

が
ら
投
げ
る
そ
の
姿
に
、
低
学
年
の

女
の
子
た
ち
は
ゲ
ラ
ゲ
ラ
と
体
を
揺

ら
せ
て
大
笑
い
。
男
の
子
た
ち
の
一

挙
一
動
に
反
応
す
る
大
爆
笑
の
声
が

広
い
施
設
内
の
隅
々
ま
で
響
き
渡
り

ま
す
。
指
導
員
は
障
子
が
破
れ
な
い

よ
う
に
、
ひ
や
ひ
や
し
な
が
ら
障
子

を
ど
か
し
、
怪
我
を
し
な
い
よ
う
に

様
子
を
見
て
い
ま
す
。
た
だ
純
粋
に

楽
し
そ
う
に
体
全
体
で
笑
い
転
げ
る

さ
ま
は
見
て
い
る
者
の
気
持
ち
ま
で

楽
し
く
し
て
く
れ
る
よ
う
で
す
。
中

に
は
普
段
な
か
な
か
友
達
と
遊
ぶ
の

が
苦
手
な
子
や
遊
ぶ
友
達
が
決
ま
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
子
も
交
わ
り
あ
っ

て
大
人
数
で
楽
し
さ
を
共
感
し
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
経
験
を
重
ね
る
こ
と

は
き
っ
と
子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊
か

に
す
る
確
か
な
一
歩
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

一
席
　
下
放
し
た
子
牛
の
群
れ
に
か
け
よ
り
て
ほ
お
ず
り
を
す
る
妻
ほ
ほ
え
ま
し 

丸
山
　
　
剛 

二
席
　
満
開
の
桜
並
木
に
佇
め
ば
苦
し
き
こ
と
も
遠
く
去
り
ゆ
く 

滝
沢
　
清
美 

一
席
　
思
い
や
り
正
直
い
っ
て
憎
ま
れ
る 

松
久
　
立
子 

二
席
　
あ
の
人
が
こ
ん
な
趣
味
も
つ
文
化
祭 

丸
山
　
　
剛 

一
席
　
藁
鉄
砲
茗
荷
を
芯
に
十
日
夜 

丸
山
　
　
剛 

二
席
　
そ
ば
叩
く
姿
の
に
あ
う
齢
と
な
り 

荻
原
　
幸
江 

　
新
春
恒
例
の
詩
歌
展
に
は
、た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
本
年
は
、短
歌
で
二
十
首
、俳
句
で
十
句
、川
柳
で
十
首
、合
計
四
十
点
の
作
品

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
二
席
ま
で
に
入
選
さ
れ
た
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

　毎月1日号に短歌、俳句、川柳
を新上田市民を対象に募集し、
優秀作品は広報に掲載します。 
 
◆投稿方法 
ハガキで�短歌、俳句、川柳の
別�住所�氏名�地区名を記
入してください 

◆宛先 
〒386-0025 
上田市天神2-4-74 
上田市教育委員会 
「広報うえだ」係 

◆4月号締切り 
2月23日（木）必着 

◆その他 
氏名・作品内の漢字にはふりが
なをつけてください。 

◆お問合せ先 
上田市教育委員会教育総務課
TEL23-5100

新上田市の広報で 

文芸欄を 
   掲載します 
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平
成
十
八
年
の
新
春
を
飾
る
武
石

村
消
防
出
初
め
式
が
、
一
月
九
日
に

中
央
公
民
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
消
防
団
員
を
は
じ
め
婦

人
消
防
隊
員
の
み
な
さ
ん
な
ど
約
二

百
名
が
参
加
す
る
中
、
佐
藤
消
防
団

長
の
式
辞
や
団
員
に
よ
る
消
防
活
動

に
対
す
る
力
強
い
代
表
宣
誓
の
ほ
か
、

功
績
の
あ
っ
た
団
員
に
対
し
て
、
県

消
防
協
会
表
彰
十
五
名
、
上
小
消
防

協
会
表
彰
九
名
、
村
消
防
団
長
表
彰

二
十
一
名
の
合
計
四
十
五
名
に
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
終
了
後
に
は
Ｊ
Ａ
武

石
支
所
前
か
ら
郵
便
局
前
ま
で
分
列

行
進
が
行
わ
れ
、
来
賓
の
皆
さ
ん
や

近
所
の
皆
さ
ん
が
見
守
る
中
、
消
防

団
長
を
先
頭
に
団
旗
、
婦
人
消
防
隊

員
、
各
分
団
員
、
緊
急
車
両
の
行
進

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
九
日
、
小
学
校
四
年
生
が
河
川
公
園

で
炭
焼
き
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
生
活
改
善
グ

ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん
や
保
護
者
の
方
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
炭
焼
き
を
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
鑑
賞
炭
を
作
ろ
う
と
計
画
さ
れ
ま

し
た
。
児
童
達
は
松
ボ
ッ
ク
リ
や
栗
な
ど
の
材

料
を
ス
チ
ー
ル
缶
に
入
れ
て
、
ア
ル
ミ
箔
で
蓋

を
し
、
小
さ
な
穴
を
あ
け
ま
し
た
。

そ
の
缶
を
焚
き
火
の
中
に
そ
っ
と
入
れ
て
、

十
五
分
ほ
ど
た
つ
と
見
事
な
鑑
賞
炭
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

イ
ガ
グ
リ
や
松
ボ
ッ
ク
リ

な
ど
水
分
の
少
な
い
材
料

は
、
き
れ
い
に
で
き
て
い
ま

し
た
。
児
童
達
は
出
来
上
が

っ
た
鑑
賞
炭
を
手
に
と
っ
て

不
思
議
そ
う
に
見
て
い
ま
し

た
。お

昼
に
は
作
っ
た
お
き
炭

を
使
い
、
自
分
で
食
べ
物
を

焼
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
と
て
も
寒
く
、
池
に

は
氷
が
張
っ
て
い
ま
し
た
。

昔
は
必
需
品
で
し
た
炭
で

す
が
近
年
は
あ
ま
り
利
用
さ

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
炭
の

暖
か
さ
に
触
れ
児
童
た
ち
も

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
て
い
ま

し
た
。

十
二
月
八
日
に
中
央
公
民
館
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
「
人
権
を
考
え

る
村
民
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
約

三
百
人
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

講
師
に
は
辺ぴ

ょ
ん

真
一

じ
ん
い
る

氏
を
迎
え
、

演
題
「
日
本
人
と
朝
鮮
民
族
の
人
権

と
は
」
が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

コ
リ
ア
レ
ポ
ー
ト
編
集
長
で
も
あ

る
辺
氏
は
「
国
に
よ
っ
て
文
化
が
違

う
こ
と
を
理
解
し
、
う
ま
く
付
き
合

え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
必
要
」「
国

際
社
会
で
日
本
と
い
う
国
を
理
解
し

て
も
ら
う
努
力
も
必
要
」
な
ど
の
内

容
で
国
際
社
会
の
付
き
合
い
方
な
ど

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

武
石
村 

消
防
団 

出
初
め
式

武
石
村 

消
防
団 

出
初
め
式

答辞を述べる斉藤第4分団長

鑑
賞
炭
作
り 

人
権
を
考
え
る 

 

村
民
の
集
い 

炭
焼
き
体
験
教
室
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生
活
習
慣
病
と
深
い
か
か
わ
り
が

あ
る
の
が
食
物
で
す
。
そ
の
食
物
を

体
の
中
に
摂
り
入
れ
る
と
き
に
歯
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
歯

は
私
た
ち
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
大

切
で
生
活
習
慣
病
と
も
か
か
わ
り
が

深
い
も
の
で
す
。

食
べ
物
も
よ
く
噛
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
○
唾
液
の
出
が
よ
く
な
り
、
歯

を
き
れ
い
に
す
る
働
き
が
高
ま
る
。

○
食
事
に
時
間
が
か
か
り
、
そ
の
間

に
血
糖
も
上
が
っ
て
き
て
、
満
腹
感

を
覚
え
、
食
べ
過
ぎ
を
防
ぐ
。
○
脳

を
刺
激
し
て
働
き
を
よ
く
す
る
。
○

ス
ト
レ
ス
解
消
。
な
ど
よ
い
点
が
沢

山
あ
り
ま
す
。
歯
の
痛
み
や
歯
の
本

数
が
減
っ
て
く
る
に
従
い
、
歯
ご
た

え
の
あ
る
も
の
よ
り
軟
ら
か
い
も
の

を
好
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
同
じ
野

菜
で
も
良
く
噛
ん
で
食
べ
た
場
合
と

ジ
ュ
ー
ス
に
し
て
飲
ん
だ
場
合
で
は

消
化
吸
収
の
時
間
が
全
く
違
っ
て
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
積
み
重

な
っ
て
生
活
習
慣
病
が
お
こ
っ
て
き

ま
す
。

「
武
石
村
健
康
づ
く
り
計
画
」
の

《
健
康
た
け
し
21
》
の
目
標
は
健
康

で
長
生
き
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
生
涯
に
わ
た
り
、
自
分
の
歯

を
二
〇
歯
以
上
保
つ
こ
と
に
よ
り
健

全
な
咀
嚼
能
力
を
維
持
し
、
健
や
か

で
楽
し
い
生
活
を
過
ご
そ
う
と
い
う

八
〇
二
〇
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）

運
動
（
八
十
歳
で
二
〇
歯
以
上
の
歯

を
保
つ
）
が
提
唱
、
推
進
さ
れ
て
い

ま
す
。《
健
康
た
け
し
21
》
で
は
二
〇

一
〇
年
の
目
標
値
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◎
八
十
歳
代
に
お
け
る
二
〇
歯
以
上

自
分
の
歯
を
有
す
る
人
の
割
合
の

増
加

【
目
標
値
】

二
〇
歯
以
上
自
分
の
歯
を

有
す
る
人
…
五
十
歳
代

九
〇
％

七
十
歳
代

七
〇
％

八
十
歳
代

六
〇
％

成
人
の
歯
科
検
診
の
状
況

武
石
村
で
は
昭
和
六
十
一
年
度
か

ら
基
本
健
診
時
に
歯
科
検
診
を
行
っ

て
い
ま
す
。
歯
科
検
診
に
合
わ
せ
て

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
（
歯
磨
き
）
の
指
導

も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

歯
科
検
診
が
始
ま
っ
て
二
十
年
が

た
ち
ま
し
た
。
基
本
健
診
時
に
歯
科

検
診
を
受
け
ら
れ
る
方
は
約
半
数
で

す
。
女
性
は
男
性
の
約
二
倍
の
方
が

受
け
て
い
ま
す
。
平
成
十
七
年
度
は

二
百
九
十
九
名
と
そ
れ
ま
で
の
年
よ

り
百
名
近
く
多
く
の
方
が
歯
科
検
診

を
受
け
ら
れ
、
歯
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
っ
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

◆
平
均
残
存
歯
数
…
男
女
別
年
代
別

に
平
均
残
存
歯
数
を
み
る
と
、
以

前
は
女
性
の
方
が
残
っ
て
い
る
歯

が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
平
成

一
七
年
度
は
二
十
代
三
十
代
を
除

い
た
全
て
の
年
代
で
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

◆
二
十
歯
以
上
保
有
率
…
三
十
代

七
十
代
を
除
い
て
女
性
の
方
が
保

有
率
は
高
い
。《
健
康
た
け
し
21
》

の
目
標
値
に
は
五
十
代
は
女
性
が

到
達
で
き
た
が
、
男
性
は
で
き
な

か
っ
た
。
六
十
代
で
は
女
性
は
九

〇
・
二
％
で
し
た
が
七
十
代
で
急

激
に
下
が
っ
て
し
ま
い
、
二
八
・

六
％
で
あ
っ
た
。
し
か
し
七
十
代

を
個
々
に
見
る
と
平
均
的
に
減
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
個
々
の

差
が
大
き
い
。
と
い
う
こ
と
は
今

後
予
防
を
す
る
こ
と
で
、
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
七
十
代
に
つ

い
て
は
以
前
の
影
響
が
強
い
と
思

わ
れ
る
の
で
、
今
の
五
十
代
六
十

代
が
七
十
代
に
な
っ
た
時
に
は
ど

の
よ
う
な
状
況
に
な
る
か
楽
し
み

で
す
。

健康センター
通信　2月号

保健福祉課
℡85-2067

生
活
習
慣
病
と
歯
の
健
康

2月13日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30
14日 火 自由あそびの日 午前10:00～11:30
14日 火 料理教室（キャロットグループ） 午前10:00～午後1:00
15日 水 妊婦セミナー① 午後 1:30～ 4:00
16日 木 １歳児教室 午前10:00～11:30
17日 金 料理教室（ポテトグループ） 午前10:00～午後1:00
17日 金 予防接種（BCG・風疹） 午後 1:15～ 1:30（受付）
21日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30
21日 火 高齢者料理教室(なでしこ） 午前10:00～午後1:00
22日 水 心の健康講演会 午後 1:30～ 3:00
23日 木 高齢者料理教室 午前10:00～午後1:00
25日 土 両親学級（妊婦セミナー②） 午後 1:30～ 3:30
27日 月 定期健康相談　 午前10:00～11:30
28日 火 自由あそびの日 午前10:00～11:30

3月1日 水 3歳児教室（眼科検診） 午後 1:15～ 1:30（受付）
7日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30
8日 水 赤ちゃん教室 午前 9:30～11:30
8日 水 料理教室（ポテトグループ） 午前10:00～午後1:00
9日 木 妊婦セミナー③ 午後 1:30～ 3:00
10日 金 男性料理教室 午前10:00～午後1:00

2月の保健予防計画 健康センター
時　　　　　間事　　　　　業曜日月　日 心

の
健
康
講
演
会
の
お
知
ら
せ

日
時
●

二
月
二
十
二
日（
水
）

午
後
一
時
半
〜
三
時

場
所
●

武
石
村
中
央
公
民
館

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

演
題
●
「
ス
ト
レ
ス
社
会
と
心
の
病
気
」

講
師
●

滝
沢
病
院
　
院
長
吉
田
朋
孝
先
生
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○枯葉の中の青い炎 （辻原　登　著）
○真田随想録 （常田軍三　著）
○明日の記憶 （荻原浩 著）
○わたしの庭 （今泉光彦　文・写真）
○白鳥異伝 上・下 （荻原規子 著）
○空色勾玉

そらいろまがたま

（荻原規子 著）
○児童図書
しまうまのさんぽ・ピーターのめがね・ピン
クとスノーじいさん・ピンク！パール！・こ
いぬのジョリーとあそぼうよ・たこのだっこ
はてとてとて・アティと森のともだち・子ど
もに語るアンデルセンのお話・ねこのシジ
ミ・けんかのきもち・アンパンマンとばいき
ん・ねっこぼっこ・おぼえていてねアーカイ
ブ星ものがたり

公民館図書室だより
～新刊が入りました、ご利用ください。～

人権教育紙上講座
№347

教育委員会
同和対策室

連
鎖
す
る
凶
悪
な
少
年
事
件

事
件
を
起
こ
す
少
年
の

共
通
す
る
特
徴

凶
悪
な
少
年
事
件
が
後
を
た
た
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
事
件
を
起
こ

し
た
少
年
達
を
分
析
す
る
と
、
子
ど

も
は
な
ぜ
キ
レ
ル
の
か
、
シ
リ
ー
ズ

で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
事
件
を
眺
め
て
い
く
と

共
通
し
て
見
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
特

徴
が
浮
か
ぶ
と
、
教
育
評
論
家
の
尾

木
直
樹
法
政
大
学
教
授
は
分
析
し
て

い
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
、「
お
と
な
し
い
子
」

「
ま
じ
め
な
生
徒
」
が
加
害
者
と
な
っ

て
い
る
。
爆
弾
物
を
投
げ
込
ん
だ
山

口
県
の
高
三
の
場
合
は
、
高
校
進
学

後
、
犯
行
前
日
ま
で
無
遅
刻
無
欠
席
、

無
早
退
を
続
け
て
い
た
「
皆
勤
生
徒
」

で
あ
っ
た
。

二
つ
目
は
、
ま
じ
め
さ
に
加
え
無

口
で
あ
る
な
ど
、
日
常
生
活
の
場
面

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
困
難
を

抱
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

三
つ
目
、
友
達
が
少
な
か
っ
た
点

で
あ
る
。

四
つ
目
は
、
こ
れ
ら
の
事
件
は
か

つ
て
多
発
し
た
「
誰
で
も
い
い
の
で

人
を
殺
し
た
か
っ
た
」
と
い
う
よ
う

な
無
差
別
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
加
害
少
年
達
の
自
尊
感

情
を
痛
く
踏
み
に
じ
り
、
い
じ
め
や

虐
待
、
暴
力
等
を
加
え
た
相
手
に
対

す
る
攻
撃
と
し
て
の
事
件
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
高
一
の
生
徒
が
両

親
を
惨
殺
後
、
現
場
を
ガ
ス
爆
発
さ

せ
た
こ
と
や
中
学
三
年
生
が
十
七
歳

の
兄
を
刺
殺
後
、
な
お
も
頭
か
ら
浴

槽
に
投
げ
込
み
水
を
張
る
な
ど
し
た

こ
と
が
意
味
す
る
の
は
、
加
害
者
が

い
か
に
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
た
の
か
、

日
常
の
恐
怖
感
や
抑
圧
感
が
ど
れ
ほ

ど
大
き
か
っ
た
の
か
示
唆
し
て
い
る
。

ま
た
、
爆
発
物
を
投
げ
込
ん
だ
山

口
県
の
事
件
で
は
、
加
害
少
年
が
集

団
的
な
い
じ
め
に
対
抗
す
る
た
め
に

は
、
大
音
響
と
と
も
に
全
員
に
恐
怖

を
与
え
る
爆
発
物
を
用
い
る
こ
と
が

最
適
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

五
つ
目
は
、
い
ず
れ
の
事
件
の
加

害
少
年
達
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
に
精
通
し
て
い
た
点

で
あ
る
。
現
代
の
子
ど
も
達
は
テ
レ

ビ
は
も
と
よ
り
高
度
に
発
達
し
た
情

報
文
化
の
中
で
生
活
し
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
分
析
し
て

い
ま
す
。

（
次
回
は
少
年
と
の
か
か
わ
り
方
に
つ

い
て
掲
載
し
ま
す
）

 

近
藤
美
代
子 

一
晩
で
求
め
た
ば
か
り
の
シ
ク
ラ
メ
ン
凍
ら
せ
て

し
ま
い
花
に
謝
る 

 

池
内
　
寛
子 

吹
雪
く
日
は
ひ
ね
も
す
炬
燵
で
過
ご
し
け
る
風
邪

引
く
よ
り
は
と
自
分
に
言
訳 

 

山
田
　
初
子 

掃
き
よ
せ
て
根
雪
と
な
る
か
柊
の
根
本
に
映
え
し

赤
き
実
つ
け
て 

 

荒
井
　
怜
子 

高
尾
嶺
を
染
む
る
夕
日
の
赤
々
と
大
き
く
な
り
て

遂
に
落
ち
行
く 

 

松
久
　
立
子 

雪
止
み
て
夕
映
茜
に
輝
き
て
瞬
く
う
ち
に
星
の
現

る 
 

守
矢
　
亮
子 

さ
び
し
い
な
遠
い
目
を
し
て
子
ど
も
言
う
あ
ふ
れ

く
る
も
の
我
は
こ
ら
え
て 

 

脇
村
　
静
代 

柿
の
木
の
無
き
我
が
家
に
熟
し
柿
届
け
給
り
し
近

所
の
ぬ
く
も
り 

 

小
山
　
渥
子 

来
る
年
に
望
み
た
く
し
て
年
の
暮
れ
健
康
第
一
よ

く
ば
ら
ず
生
く 

 

清
水
　
恵
子 

五
年
後
を
考
え
生
き
よ
と
夫
の
言
う
子
等
の
五
年

後
に
思
い
め
ぐ
ら
す 

 

五
十
嵐
つ
ね
子 

病
に
た
づ
さ
わ
る
人
達
多
く
自
分
ば
か
り
と
思
わ

ず
に
信
じ
て
行
く
し
か
通
れ
な
い 
あしあと短歌会編集事務局選 
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講習会のお問い合わせは、依田窪南部消防署　℡68-0119救急係まで 

　応急手当にはさまざまなものがありますが、心筋梗塞

や不整脈などで突然心臓が止まってしまった人を救うに

は、心臓に電気ショックを与える除細動を速やかに行う

ことがとても重要です。 

　2004年7月から医者や救急救命士でなくても、一般

の人々がＡＥＤという機械を用いて除細動を行うことが

認められ、応急手当に加わりました。 

　心筋梗塞などで突然倒れた場合には、心臓のリズムは

心室細動と呼ばれる致死的な不整脈のことが多く、リズ

ムを正常な状態に戻すには、電気ショックを早期に行う

ことが最も適切な処置となります。 

　AEDは、コンピューターによって、倒れた人の心
臓のリズムを自動的に調べて、除細動が必要かどう
かを決定し、次にどういう操作や手当をすべきかを
音声で指示してくれます。　 
　AEDの登場により、医師や救急救命士などの専門
職以外の人でも、安全・確実に除細動ができるよう
になりました。 
　一般の人でも、心肺蘇生法に併せて、AEDの講習
を受ければ、確実に操作ができるようになります。 

　依田窪南部消防署管内では武石村の施設、2箇所に

AEDが設置されていますが、学校や集会施設、イベン

ト会場など多くの人が頻繁に集まる場所などに配備され、

身近に使用でき、救命に役立てられることが望まれます。 

AEDとは
 

AEDの 

使用方法
などは 

〈http://www.town.nagato.nagano.jp/119/〉 
依田窪南部消防署のホームページを御覧ください。 
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◎意識がない場合 
◎呼吸が困難である場合 
◎けいれんが続いている場合 
◎激しい頭痛や胸痛、腹痛がある場合 
◎大出血をした場合 
◎骨折（の疑いを含め）をして動けない場合 
◎広範囲にわたるヤケドをした場合 
◎交通事故で車から出られない場合 

◎受診する必要はあるが、救急車を要請するほどではない場合 
　・カゼをひいた場合 
　・ねんざ、突き指をした場合 
　・歯が痛い場合 
◎どこの病院へ行ったらよいかわからない場合 
◎通院のための交通手段では救急車は要請できません 

◎依田窪地域では、夜間、休日の小児科診療体制がありません。 
　救急車の場合多くは長野病院への搬送となります。 
　救急車の必要がない場合は、平日夜間の8時～11時までは、 
　上田市小児救急センター 
　（緑ヶ丘1-27-21 ℡21-2233）まで 
　問い合わせください。 

★判断が困難な場合は119番で救急車を要請してください！ 

依田窪南部消防署 
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◆地域材くらふとフェア上小2006 

アカマツ材など地域の森林で育った木材を使い、地域
で活躍する職人などが製作した家具等を展示即売しま
す。森林づくりに関するパネル展示や親子木工教室も
同時開催。 
日　　時�2月17日（金）～19日（日） 
会　　場�ジャスコ上田店1階エスカレーター横 
　　　　　（親子木工教室は2階ピクニックコート前） 
主　　催�上小森林整備推進協議会、上小地方事務所 
問 合 せ�上小地方事務所林務課　�25-7137 
  
 
 
音楽村バレンタインコンサート 
ボサノバを聴きながら長野県産ワインを楽しむバレン
タインデー企画のコンサート。大事な人と心安らぐひ
と時をお過ごしください。 
日　　時�2月11日（祝）17:00開場（18:00開演） 
会　　場�信州国際音楽村（ホールこだま） 
出　　演�Sapatos（サパトス／ギター＆サックス） 
料　　金�一人3,500円／ペア6,000円 
　　　　　※当日はシャトルバスの運行もあります。 
問 合 せ�信州国際音楽村　�42-3436 
  
 
 
◆菅平でヘリコプタースキー 

根子岳山頂から全長6km。北アルプスを背景に樹氷を
縫って滑るコースが魅力。菅平高原のヘリコプタース
キーはいかがですか。大自然に抱かれ、別世界のスキー
が楽しめます。 
運行期間�3月下旬まで毎日（晴天の日） 
料　　金�平　　日：大人6,500円　小人6,000円 
　　　　　土日祝日：大人8,000円　小人6,500円 
　　　　　※遊覧のみ　4,000円 
問 合 せ�菅平高原観光協会　�74-2003 
  
 
 
◆アイスキャンドル祭 

ともしび博物館入口から庭園に並べられた約５００
本のアイスキャンドル。幻想的な雰囲気の灯りが楽
しめます。 
日　　時�2月4日（土） 18:30～21:00（予定） 
会　　場�ともしび博物館 
内　　容�美ヶ原飛龍太鼓演奏 
　　　　　アイスキャンドル結婚式 
　　　　　三線演奏（予定） 
問 合 せ�武石村教育委員会　�85-2030

安  

知  

羅  

様 

●
幸
村
幼
少
期
の
木
像
 

　
真
田
町
角
間
区
に
祭
ら
れ
る

「
安
知
羅
様
」
。
真
田
幸
村
幼

少
期
の
姿
と
も
伝
わ
る
木
像
で

す
。
こ
れ
に
ま
つ
わ
る
伝
承
を
一
つ
。 

　
真
田
幸
隆
が
、
戦
で
屋
敷
を
空
け
て
い

る
間
に
、
そ
の
姫
の
も
と
に
角
間
の
山
の

天
狗
が
通
い
、
男
の
子
が
生

ま
れ
ま
す
。
腹
を
立
て
た
幸

隆
が
、
こ
の
子
を
庭
に
放
り

つ
け
ま
す
が
、
何
度
投
げ
て

も
、
男
の
子
は
ピ
ョ
コ
ン
と
た
っ

て
、
幸
隆
に
ニ
コ
ニ
コ
お
辞

儀
を
し
ま
す
。
男
の
子
が
か

わ
い
く
な
っ
た
幸
隆
は
、
十

文
字
の
槍
を
こ
の
子
に
与
え

ま
し
た
。
こ
の
子
が
後
の
真

田
幸
村
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。 

ま
ち
の
守
り
神 

●
一
柳
三
体
の
観
音
さ
ま
 

　
昔
々
、
丸
子
の
里
に
は
一
本

の
大
き
な
柳
の
木
が
あ
り
、
そ

こ
に
と
て
も
大
き
な
龍
が
棲
み

つ
い
て
い
ま
し
た
。
龍
は
四
方
を
睨
み
つ
け

て
毒
を
吐
き
、
辺
り
は
地
獄
の
よ
う
な
あ
り

様
。
た
く
さ
ん
の
村
人
が
病
に
倒
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
話
を
聞
い
た
旅

の
偉
い
お
坊
さ
ん
が
村
人
た

ち
を
守
っ
て
や
ろ
う
と
、
そ

の
柳
の
木
か
ら
３
体
の
観
音

さ
ま
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
れ
以
来
、
龍
は
姿

を
現
さ
な
く
な
り
ま
し
た
。 

　
町
に
伝
わ
る
こ
の
お
話
、

お
祭
り
時
に
は
「
龍
神
お
ね

り
」
と
し
て
演
じ
ら
れ
て
お

り
、
今
も
多
く
の
人
に
愛
さ

れ
て
い
ま
す
。 

上田市 

丸子町 

真田町 

武石村 

　
昔
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
三
人
の
姉
弟

が
村
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
姉
は
お
仙
、

弟
は
庄
兵
衛
、
末
弟
を
金
次
郎
と
い
い
、

実
は
大
蛇
の
化
身
で
し
た
。
そ
れ
以
来
、

毎
晩
の
よ
う
に
村
人
た
ち
の
兎
や
鶏
を
盗

ま
れ
て
困
る
の
で
、
こ
の
大
蛇
を
神
様
に

祭
っ
て
封
じ
込
め
ま
し
た
。 

　
数
年
後
、
村
が
大
か
ん
ば
つ
で
困
っ
た

と
き
に
、
大
蛇
を
祭
っ
た
お
仙
ヶ
淵
に
願

を
か
け
た
と
こ
ろ
、
雷
鳴
と
と
も
に
大
雨

が
降
り
だ
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
お
仙
ヶ

淵
は
雨
ご
い
の
神
様
と
し
て
人
々
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
お
仙
ヶ
淵
は
武
石
村
の
巣
栗
渓
谷
に
あ

る
深
い
淵
で
す
。 

　
武
田
信
玄
が
村
上
義
清
の
砥
石
城
を
攻

め
た
時
の
こ
と
。
こ
の
城
の
出
丸
・
米
山

城
は
守
り
が
堅
く
な
か
な
か
落
ち
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
武
田
軍
は
水
口
を
止
め
て

飲
み
水
を
絶
や
し
て
や
ろ
う
と
考
え
ま
し

た
。
困
り
は
て
た
城
の
侍
た
ち
は
、
30
〜
40

頭
の
馬
を
並
べ
、
そ
の
背
中
に
米
を
浴
び

せ
か
け
ま
す
。
遠
目
で
見
て
い
た
武
田
軍

に
、
水
が
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
に
見

せ
か
け
る
作
戦
で
、
敵
が
ひ
る
ん
だ
隙
に

城
の
侍
た
ち
は
こ
れ
を
攻
め
破
り
ま
し
た
。 

　
11
月
の
戸
石
米
山
城
祭
り
で
は
、
こ
の

白
米
伝
説
が
再
現
さ
れ
ま
す
。 

信
玄
を
破
っ
た 

●
米
山
城
の
白
米
伝
説
 

大
蛇
を
祭
る
雨
ご
い
の
神
様 

●
お
仙
ヶ
淵 

上
田
市 

丸
子
町 

真
田
町 

武
石
村 

共
通
企
画 

平成18年3月6日、私たちの住むまちは合

併して新しい市に生まれ変わります。お互

いのまちにはどんな個性があるのでしょうか？ 

このコーナーでは、そんな4市町村の魅力

を毎月テーマに沿って紹介しています。 

●今月のテーマ 

 

て
ん      

ぐ 

だ
い          

じ
ゃ 

せ
ん     

が    

ふ
ち 

せ
ん 

し
ょ
う     

べ        

え 

か
な       

じ      

ろ
う 

う
さ
ぎ 

に
わ
と
り 

あ
ん                      

ち                         

ら                       

さ
ま 

い
ち   

り
ゅ
う 

さ
ん    

た
い 

す 

に
ら 

と       

い
し 
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馬
頭
観
音
は
馬
頭
金
剛
明
王
と
も

い
わ
れ
、
お
顔
は
忿
怒
ふ
ん
ぬ

（
怒
っ
て
い

る
）
の
相
で
頭
上
に
馬
を
頂
い
て
い

る
。
こ
れ
は
馬
が
四
方
を
駆
け
巡
り

民
衆
の
心
の
中
に
あ
る
悪
を
う
ち
砕

き
善
人
に
し
よ
う
と
す
る
菩
薩
の
徳

を
馬
頭
で
表
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。鎌

倉
期
の
武
家
社
会
に
な
る
と
馬

頭
観
音
は
馬
を
守
り
、
悪
人
を
懲
ら

し
、
無
病
息
災
に
力
を
発
揮
す
る
仏

と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
江
戸
中

期
以
後
は
産
業
の
発
展
と
共
に
馬
は

陸
上
輸
送
の
手
段
、
農
耕
・
林
業
等

の
動
力
と
し
て
存
在
価
値
が
高
ま
る

に
つ
れ
て
、
こ
の
観
音
へ
の
信
仰
も

広
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

当
馬
頭
観
音
像
に
は
寛
政
二
庚

戌
・
六
月
二
十
八
日
・
武
石
郷
中
と

銘
が
あ
る
。
村
内
百
二
十
四
余
体

（
調
査
で
確
認
さ
れ
た
数
）
の
中
で
造

立
年
代
・
大
き
さ
等
の
上
で
代
表
的

な
像
で
あ
る
。

沖
は
交
通
の
面
等
か
ら
も
か
な
め

の
位
置
で
、
諏
訪
神
社
、
近
く
に
は

学
舩
山

が
く
せ
ん
ざ
ん

な
る
堂
宇
も
あ
り
、
当
時
は

村
人
達
の
出
入
り
も
多
く
建
立
に
は

格
好
の
場
所
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

馬
主
や
講
中
仲
間
を
始
め
村
人
が
馬

頭
観
音
信
仰
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

村
の
安
泰
・
馬
の
供
養
を
願
っ
て
建

立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

像
の
上
部
に
は
馬
頭
観
音
を
表
わ

す
　
ら
し
い
梵
字
が
見
ら
れ
る
。眼

部
が
窪
ん
で
い
る
の
は
眼
病
を
治
す

ま
じ
な
い
と
し
て
村
人
が
眼
部
の
石

の
粉
を
採
り
処
方
し
て
眼
部
治
癒
に

用
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

忿
怒
ふ
ん
ぬ

の
相
は
見
ら
れ
な
い
が
、
村
人

の
当
時
の
信
仰
心
が
偲
ば
れ
る
。

次
号
で
は
、「
不
動
明
王
・
石
尊

社
奥
の
院
」(

小
沢
根
上
原
）を
紹

介
し
ま
す
。

●豆乳クレープ●
滝沢玲奈さん、華奈さん（沖）

玲奈ちゃんが考えて、ふたりで
いっしょに作りました。

〈作り方〉

①ボウルに小麦粉をふるい入れ、豆乳、卵、溶かしたバター、バニラ

エッセンスを加え、泡立て器でダマにならないように混ぜる。

②玉じゃくしですくうと、トロトロに流れるくらいのなめらかさにな

るまで混ぜたら、生地を10分～１時間くらい休ませる。

③フライパンを火にかけに油を薄く塗って②の生地を薄く広げる。

④表面が乾いて、小さい盛り上がりができたら裏返し、両面が焼けた

ら、ぬれ布巾に取る。

⑤焼きあがったクレープに、バターを塗り、生クリームを入れてバナ

ナを芯にして巻く。チョコレートソースをかけて出来上がり。

〈材料〉10～12枚分

小麦粉 …………………100ｇ
豆乳 ……………………200cc
卵 ……………………………1個
バター…………………大さじ１
バニラエッセンス…………少々

サラダ油……………………少々
バター………………………少々

～トッピング～
生クリーム・バナナ・チョコソー
ス・キウイフルーツ・イチゴなど
好みで

カ
ン
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福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
」
だ
よ
り

者
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
合

併
後
は
旧
丸
子
町
や
上
田
市
、
真

田
町
ま
た
は
東
御
市
か
ら
通
う
皆

さ
ん
も
現
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。セ

ン
タ
ー
は
上
小
圏
域
か
ら
広

く
人
が
通
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
違
い
を
あ
げ
て
き
ま

し
た
が
、
一
番
大
切
な
こ
と
は

「
い
つ
で
も
　
だ
れ
で
も
　
い
つ

ま
で
も
　
働
き
た
い
人
の
ふ
れ
あ

い
」
で
あ
り
続
け
る
こ
と
で
す
。

新
し
い
市
に
な
っ
て
も
、
就
労
施

設
ふ
れ
あ
い
は
変
わ
る
こ
と
な
く

運
営
を
充
実
さ
せ
て
ゆ
く
つ
も
り

で
す
。

合
併
後
の
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー

新
上
田
市
の
発
足
ま
で
二
ヵ
月

と
な
り
ま
し
た
が
、
合
併
後
の
福

祉
企
業
セ
ン
タ
ー
の
姿
を
み
な
さ

ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
名
称
が
変
り
ま
す
。
新
し

い
名
前
は
「
上
田
市
社
会
就
労
セ

ン
タ
ー
武
石
事
業
所
ふ
れ
あ
い
」

で
す
。
ふ
れ
あ
い
の
愛
称
は
変
わ

り
ま
せ
ん
の
で
社
会
就
労
セ
ン
タ

ー
武
石
ふ
れ
あ
い
と
呼
ん
で
い
た

だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

次
に
、
会
計
が
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
一
般
会
計
と
し
て
役

場
全
体
の
中
で
運
営
し
て
き
ま
し

た
が
、
新
市
で
は
特
別
会
計
に
変

わ
り
上
田
市
に
あ
る
同
セ
ン
タ
ー

と
一
緒
の
予
算
執
行
と
な
り
、
就

労
施
設
と
し
て
の
運
営
が
よ
り
明

確
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
関
連
し
て
合
理
的
な
運

営
が
で
き
ま
す
。
上
田
の
セ
ン
タ

ー
は
30
名
の
方
が
就
労
し
て
い
ま

す
。
お
互
い
に
仕
事
を
融
通
し
あ

っ
た
り
、
大
き
な
仕
事
を
手
分
け

で
実
施
し
た
り
、
も
し
か
し
た
ら

市
役
所
関
連
の
仕
事
も
受
注
で
き

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

広
域
的
に
人
が
集
ま
り
ま
す
。

現
在
も
長
和
町
や
丸
子
町
の
利
用

十
二
月
十
六
日
、
日
頃
重
度
の
家

族
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

を
対
象
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
も
ら

お
う
と
、
雲
渓
荘
で
交
流
会
を
お
こ

な
い
、
九
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
大

声
で
カ
ラ
オ
ケ
を
し
、
温
泉
に
つ
か

り
、
心
身
の
疲
れ
を
癒
さ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
十
八
日
、
や
す
ら
ぎ
の
利

用
者
さ
ん
の
忘
年
会
を
中
央
公
民
館

で
行
な
い
ま
し
た
。

南
中
の
生
徒
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

太
鼓
演
奏
で
始
ま
り
、
千
草
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
舞
踊
の
披
露
、
利
用
者

さ
ん
の
カ
ラ
オ
ケ
、
職
員
の
合
奏
・

お
ど
り
と
、
一
日
楽
し
み
ま
し
た
。

帰
り
に
は
、
自
分
で
作
っ
た
状
差

し
と
、
リ
ー
ス
を
持
っ
て
帰
ら
れ
ま

し
た
。

十
月
赤
い
羽
根
共
同
募
金
と
と
も

に
、
区
長
を
通
じ
て
集
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
一
円
玉
募
金
が
、
九
万
千

八
百
円
集
ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
福
祉
の

村
づ
く
り
事
業
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま

す
。

福祉の地域づくりをめざして 福祉の地域づくりをめざして 
社会福祉協議会 ℡85‐2466社会福祉協議会 ℡85‐2466

や
す
ら
ぎ
忘
年
会

家
族
介
護
者
交
流
会

一
円
玉
募
金

◇
期
日
　
2
月
13
日（
月
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
〜
正
午

◇
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

◇
期
日
　
2
月
18
日（
土
）

◇
時
間
　
午
前
10
時
〜

◇
場
所
　
丸
子
町
文
化
セ
ン
タ
ー

◇
期
日
　
2
月
24
日（
金
）

◇
対
象
者

75
歳
以
上
の
独
居
・
二
人
暮

ら
し
の
介
護
認
定
者

心
配
ご
と
相
談
日

お
弁
当
宅
配

身
体
障
害
者
郡
福
祉
大
会
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２
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

【
主
な
内
容
】

・
簡
易
水
道
一
般
管
理
経
費

▲
２
１
６
万
円

・
給
配
水
新
設
事
業▲

１
２
０
万
円

・
給
配
水
受
託
事
業▲

19
万
８
千
円

・
簡
易
水
道
施
設
整
備
基
金
積
立
金

２
５
０
万
円

・
消
費
税
納
税
準
備
基
金
積
立
金

87
万
８
千
円

○
獅
子
ヶ
城
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
28
万
円
１
千

円
を
追
加
し
１，

８
１
９
万
３
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

【
主
な
内
容
】

・
獅
子
ヶ
城
簡
易
水
道
経
営
安
定

化
基
金
積
立
金

28
万
１
千
円

○
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１，

２
４
０

万
円
を
減
額
し
予
算
の
総
額
を
３
億

１，

３
０
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

【
内
　
　
容
】

・
施
設
整
備
工
事
請
負
費

▲
１，

５
０
０
万
円

・
農
業
集
落
排
水
基
金
積
立
金

▲
40
万
円

・
農
業
集
落
排
水
消
費
税
納
税
準

備
基
金
積
立
金

２
３
４
万
円

○
同
和
地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
特
別
会
計
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
52
万
６
千
円

を
増
額
し
予
算
の
総
額
を
２
８
２
万

６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

【
内
　
　
容
】

・
一
般
会
計
繰
出
金

52
万
６
千
円

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

小
山
由
紀
子
氏
の
推
薦
に
同
意
し

ま
し
た
。

○
上
田
市
産
院
の
存
続
を
求
め
る

請
願

（
全
員
賛
成
採
択
）

○
「
米
国
産
牛
肉
の
拙
速
な
輸
入

再
開
に
反
対
し
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
万

全
な
対
策
を
求
め
る
」
陳
情

（
全
員
賛
成
採
択
）

○
看
護
職
員
の
大
幅
増
員
を
求
め

る
陳
情

（
全
員
賛
成
採
択
）

○
患
者
・
国
民
負
担
増
の
中
止
と

「
保
険
で
安
心
し
て
か
か
れ
る
医

療
」
を
求
め
る
陳
情

（
全
員
賛
成
採
択
）

○
個
人
所
得
課
税
に
お
け
る
各
種

控
除
の
安
易
な
縮
小
を
行
わ
な

い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
採

択
に
つ
い
て
の
陳
情

（
全
員
賛
成
採
択
）

○
違
法
伐
採
問
題
へ
の
対
応
強
化

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す

る
陳
情

（
全
員
賛
成
採
択
）

○
合
併
後
の
適
正
な
一
般
廃
棄
物

（
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
）
処
理
の

た
め
の
陳
情

（
全
員
賛
成
採
択
）

人
　
　
事

1 小学校運動会

4 第17回　上田市・丸子町・真田町・武石村

合併協議会（議長、委員）

6 老人クラブゲートボール大会

13 上田地域広域連合議会代表者会議

18～20 議会視察研修

26・28 上田地域広域連合議会定例会

1 小県郡議長会

9 美ヶ原行政事務組合議会

17 暴力追放長野県民大会

23 東京武石会

24 町村議会議長全国大会

28 第18回　上田市・丸子町・真田町・武石村

合併協議会（議長、委員）

1 議会運営委員会

8～14 第4回定例会

20 依田窪医療福祉事務組合臨時議会

26 上田地域広域連合議会代表者会議

27 合併に伴う議会事務事業検討会議

11月

12月

10月
議会の動き

請
　
　
願

保
育
園
／
ど
ん
ど
焼
き

陳
　
　
情

広報武石 平成１８年２月号　No.463（16）

議
会
だ
よ
り 〈
12
月
定
例
村
議
会
〉 

　
12
月
定
例
村
議
会
が
、
12
月
８
日
か
ら
14
日
ま
で
の
７

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
補

正
予
算
を
は
じ
め
、
合
併
に
伴
な
う
関
連
団
体
規
約
の
変

更
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
27
議
案
が
審
議
さ
れ
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

ぎ
　
　
　
　
か   

い 

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
○
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職

員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
　
　

人
事
院
勧
告
に
伴
い
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

○
長
野
県
市
町
村
自
治
振
興
組
合

を
組
織
す
る
市
町
村
数
の
増
減

に
つ
い
て

○
上
田
地
域
広
域
連
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
上
田
地
域
広
域
連
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

○
小
県
郡
行
政
事
務
組
合
か
ら
の

脱
退
に
つ
い
て

○
東
信
地
区
交
通
災
害
共
済
組
合

か
ら
の
脱
退
に
つ
い
て

○
真
田
町
外
２
市
共
有
財
産
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
及
び
真
田
町
外
２
市

共
有
財
産
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

○
青
木
村
及
び
上
田
市
共
有
財
産

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

○
武
石
村
土
地
開
発
公
社
の
解
散

に
つ
い
て

○
武
石
村
土
地
開
発
公
社
の
定
款

の
変
更
に
つ
い
て

以
上
８
件
の
議
決
事
項
は
、
合
併

に
伴
う
関
連
団
体
を
組
織
す
る
市
町

村
の
脱
退
及
び
加
入
に
よ
り
、
組
合

規
約
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

○
武
石
村
工
場
誘
致
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案

村
内
に
工
場
を
新
設
又
は
増
設
す

る
も
の
に
対
す
る
助
成
措
置
及
び
指

定
の
基
準
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６，

３
２
９

万
円
を
追
加
し
予
算
の
総
額
を
28
億

７，

０
０
８
万
１
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

【
主
な
内
容
】

・
広
報
武
石
発
行
経
費１

５
０
万
円

・
合
併
準
備
経
費５

０
２
万
５
千
円

・
福
祉
医
療
費
給
付
事
業

１
７
１
万
４
千
円

・
児
童
手
当
給
付
事
業

１
５
９
万
５
千
円

・
保
育
所
運
営
事
業

４
３
１
万
円

・
道
路
維
持
一
般
経
費５

０
６
万
円

・
社
会
教
育
施
設
一
般
経
費

２
２
９
万
８
千
円

・
体
育
館
維
持
管
理
経
費

２
３
９
万
７
千
円

・
長
期
債
償
還
金
（
長
期
）

５，

３
５
５
万
円
　

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２，

１
７
７

万
３
千
円
を
追
加
し
予
算
の
総
額
を

３
億
４，

９
４
８
万
７
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

【
主
な
内
容
】

・
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

２，

０
３
９
万
円
　

・
一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費

１
２
７
万
３
千
円

○
老
人
保
健
特
別
会
計
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２，

９
１
０

万
５
千
円
を
追
加
し
予
算
の
総
額
を

５
億
２，

９
８
０
万
５
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

【
主
な
内
容
】

・
医
療
給
付
費
負
担
金

２，

９
１
０
万
５
千
円

〇
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
０
９
万
４

千
円
を
減
額
し
予
算
の
総
額
を
１
億

５，

０
２
７
万
２
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

【
主
な
内
容
】

・
診
療
所
一
般
経
費

▲
４
３
４
万
４
千
円

・
医
療
薬
品
購
入
費

２
０
０
万
円

・
診
療
所
事
業
基
金
積
立
金

▲
６
８
０
万
円

○
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
17
万
８
千
円

を
減
額
し
予
算
の
総
額
を
１
億
７
３

専
決
処
分

議
決
事
項

条
　
　
例

補
正
予
算

保
育
園
／
ク
リ
ス
マ
ス
会
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℡
22
‐
０
７
６
０

FAX
22
‐
１
６
３
３

◇
締
め
切
り

２
月
20
日（
月
）
厳
守

◇
講
師
説
明
会

２
月
28
日（
火
）午
前
10
時
か
ら
中

央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。
申
し
込
ま

れ
た
講
師
の
皆
さ
ん
全
員
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

℡
22
‐
０
７
６
０
（
中
央
公
民
館
）

℡
22
‐
６
４
３
２
（
山
口
）

上
田
市
高
齢
者
学
園
で
は
、
様
々

な
教
育
活
動
（
授
業
・
ク
ラ
ブ
・
課

外
・
校
外
）
に
よ
り
高
齢
者
の
方
の

健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、
生
き

が
い
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
学
園
で
は
「
新
生
上
田
市
」

の
市
民
の
方
を
対
象
に
新
入
生
を
募

集
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格

上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・
武

石
村
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

（
た
だ
し
、
市
こ
と
ぶ
き
大
学
、
県
老

人
大
学
と
の
併
願
お
よ
び
高
齢
者
学

園
へ
の
再
入
学
は
で
き
ま
せ
ん
。）

◇
会
場

上
田
市
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か

◇
定
員

80
人

◇
修
業
年
限

３
年

◇
募
集
期
間

２
月
１
日
（
水
）
か
ら
２
月
28
日

（
火
）
ま
で（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
）

◇
授
業
日
数

年
間
17
日
程
度
（
月
１
〜
２
回

入
学
式
・
卒
業
式
を
含
む
）

◇
申
込
方
法

武
石
村
保
健
福
祉
課
（
℡
85
‐
２

０
６
７
）
ま
た
は
、
上
田
市
高
齢
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
℡
22
‐
４
１
１
９
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

こ
と
ぶ
き
大
学
大
学
院
の
入
学
式

は
、
18
年
度
か
ら
４
月
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
入
学
生
の
募
集
概
要
お

よ
び
応
募
資
格
は
次
の
と
お
り
で
す
。

た
く
さ
ん
の
方
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

◇
応
募
資
格

上
田
市
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
で

上
田
市
こ
と
ぶ
き
大
学
、
高
齢
者
学

園
、
老
大
の
卒
業
予
定
者
と
卒
業
者

※
今
回
か
ら
真
田
、
丸
子
、
武
石
の

方
も
応
募
で
き
ま
す
。

◇
募
集
定
員

文
系
30
人
・
理
系
30
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◇
講
座
内
容
・
講
座
予
定
日

○
文
系
コ
ー
ス

「
世
界
は
い
ま
、
そ
し
て
日
本

は
」
の
テ
ー
マ
で
、
世
界
そ
し

て
日
本
の
政
治
・
経
済
情
勢
を

中
心
に
新
聞
記
事
を
活
用
し
て

の
講
義
お
よ
び
ゼ
ミ

４
／
14
、
５
／
11
、
６
／
８
、

７
／
13
、
８
／
３
、
９
／
６
、

10
／
５
、
11
／
９
、
12
／
７
、

１
／
10
、
２
／
７
、
３
／
８
の

午
後
１
時
か
ら
３
時

○
理
系
コ
ー
ス

自
然
と
人
間
・
環
境
問
題
等
に

つ
い
て
の
講
義
お
よ
び
ゼ
ミ
、

臨
地
研
修

４
／
14
、
５
／
10
、
６
／
７
、

７
／
12
、
８
／
２
、
９
／
６
、

10
／
４
、
11
／
８
、
12
／
６
、

１
／
10
、
２
／
７
、
３
／
７
の

午
前
10
時
か
ら
12
時

○
２
年
次
に
今
ま
で
学
習
し
て
き

た
中
か
ら
テ
ー
マ
を
選
ん
で
小

論
文
を
書
く
。

◇
期
間

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
２
年
間

◇
学
費

・
受
講
料
　
年
間
１，

０
０
０
円

・
諸
経
費
　
年
間
１，

０
０
０
円

◇
会
場

上
田
市
中
央
公
民
館

◇
申
込
方
法

３
月
６
日
（
月
）
か
ら
３
月
31
日

（
金
）ま
で
に
本
人
が
直
接
上
田
市
中

央
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

上
田
市
中
央
公
民
館

℡
22
‐
０
７
６
０

消
費
者
が
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購

入
す
る
と
き
は
、
本
当
に
必
要
な
も

の
を
、
信
用
で
き
る
相
手
か
ら
、
品

質
等
を
良
く
確
か
め
て
、
適
正
な
価

格
で
購
入
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

最
近
は
、
い
わ
ゆ
る
「
不
招
請
販

売
」
な
ど
、
消
費
者
に
必
要
の
な
い

も
の
を
高
額
で
購
入
さ
せ
た
り
、
不

正
な
取
引
に
引
き
込
ん
だ
り
、
消
費

者
を
だ
ま
す
よ
う
な
様
々
な
悪
質
商

法
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
被
害
防
止
等
の

知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
悪

質
商
法
の
手
口
と
対
応
策
に
つ
い
て
、

「
消
費
生
活
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

上
田
市
高
齢
者
学
園
学
生

募
集
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
教
室

開
催
の
お
知
ら
せ

上
田
市
こ
と
ぶ
き
大
学

大
学
院
入
学
生

募
集
の
お
知
ら
せ

4月からゴミ指定袋の 
色が変わります！ 
（出し方は今までどおりです。） 

　合併にともない、ゴミの指定袋の色が 
次のようになります。 
　形状、販売価格、取扱店などは従来と 
変更ありません。 

　なお、お持ちの従来の指定袋も使用できます。詳しくはゴミカレン
ダーをご覧ください。 
　また、合併後3年以内にゴミ指定袋を統一する方向で調整を進めて
います。 

建設環境課　環境衛生係　℡85-2793

①燃やせるゴミ指定袋 …………… 緑色 ⇒ 青色 
②プラスチック・ゴム類指定袋 … 赤色 ⇒ 緑色 
③不燃物指定袋 …………………… 青色 ⇒ 赤色 
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毎
年
、
春
の
農
産
物
の
植
え
付
け

以
降
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
水
稲
、
ユ
リ

等
を
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
が
荒
ら

す
被
害
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

武
石
村
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
協
議

会
で
は
、
猟
友
会
の
み
な
さ
ん
に
委

託
し
、
ワ
ナ
に
よ
る
駆
除
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
被
害
が
出
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
協
議
会
で

は
駆
除
を
強
化
す
る
た
め
、
狩
猟
免

許
（
網
・
ワ
ナ
）
の
受
験
希
望
者
を

募
集
し
ま
す
。（
免
許
取
得
に
か
か
る

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。）

◇
講
習
日

平
成
18
年
２
月
18
日（
土
）

◇
試
験
日

平
成
18
年
２
月
25
日（
日
）

※
両
日
と
も
に
会
場
は
松
本
合
同

庁
舎
講
堂

◇
募
集
人
員

数
名

◇
申
込
期
限

２
月
13
日（
月
）

◇
お
問
合
せ
先

武
石
村
役
場
産
業
振
興
課
林
政
係

℡
85
‐
２
８
２
８

新
上
田
市
で
は
、
紙
お
む
つ
等
購

入
費
助
成
事
業
を
実
施
し
て
、
介
護

者
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
紙
お
む
つ
が
必
要

な
方
に
「
助
成
券
」
を
交
付
し
、
紙

お
む
つ
と
引
き
替
え
る
方
法
を
と
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
事
業
に
御
協

力
い
た
だ
け
る
登
録
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。

◇
登
録
事
業
者
の
条
件

店
舗
等
が
新
上
田
市
の
区
域
に
あ

り
、
大
人
用
の
紙
お
む
つ
･
尿
と
り

パ
ッ
ド
等
を
販
売
す
る
事
業
者

◇
事
業
の
内
容

新
上
田
市
が
交
付
す
る
「
助
成
券
」

を
提
示
し
た
方
に
紙
お
む
つ
な
ど
を

納
入
し
、
後
日
助
成
範
囲
内
で
市
か

ら
事
業
者
に
支
払
い
を
行
う
。

◇
お
問
合
せ
先

保
健
福
祉
課
　
85
‐
２
１
１
９

学
ぶ
こ
と
が
生
き
が
い
な
ら
ば
、

教
え
る
こ
と
も
生
き
が
い
で
あ
る
は

ず
、
の
視
点
か
ら
市
民
に
よ
り
企
画

運
営
す
る
「
生
涯
楽
習
上
田
自
由
塾
」

は
、
昨
年
４
月
に
開
講
し
、
ま
た

「
ニ
コ
ニ
コ
健
康
塾
」
も
８
月
に
開
講

し
、
延
べ
７
０
０
名
余
の
人
が
学
び

ま
し
た
。

18
年
度
４
月
を
目
指
し
て
「
生
涯

楽
習
上
田
自
由
塾
」
と
「
ニ
コ
ニ
コ

健
康
塾
」
が
合
併
し
て
「
生
涯
楽
習

上
田
自
由
塾
」
と
し
講
師
を
募
集
い

た
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル

で
も
結
構
で
す
。
培
っ
た
知
識
や
経

験
を
生
か
し
て
講
師
と
し
て
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
、
ご
応
募
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

今
回
は
３
月
の
新
生
上
田
市
の
発

足
に
先
駆
け
て
、
武
石
・
丸
子
・
真

田
の
皆
様
に
も
ご
一
緒
に
ご
参
加
い

た
だ
き
大
き
な
学
び
の
ス
テ
ー
ジ
を

作
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
賛
同
い

た
だ
き
ご
一
緒
に
学
び
あ
い
ま
し
ょ

う
。

◇
資
格

ど
な
た
で
も
講
師
に
な
れ
ま
す
。

（
年
齢
・
資
格
・
地
域
制
限
な
ど
あ
り

ま
せ
ん
）

◇
講
師
の
テ
ー
マ
・
内
容

☆
初
め
て
の
人
で
も
気
軽
に
学
べ
る

講
座
・
趣
味
、
研
究
し
て
い
る
も

の
、
職
業
上
の
経
験
な
ど
ユ
ニ
ー

ク
な
視
点
で
教
え
ら
れ
る
も
の

☆
家
元
制
度
が
あ
る
分
野
や
特
定
の

政
治
宗
教
・
企
業
や
職
業
な
ど
の

宣
伝
・
営
利
を
目
的
と
す
る
も
の

は
除
き
ま
す
。

◇
講
師
一
人
の
講
座
持
ち
数

３
講
座
以
内

◇
講
座
の
期
間

平
成
18
年
５
月
〜

平
成
19
年
３
月
ま
で

◇
会
場

武
石
・
丸
子
・
真
田
・
上
田
の
公

共
施
設

◇
応
募
方
法

講
座
希
望
企
画
書
（
各
市
町
村
の

公
民
館
に
あ
り
ま
す
）
に
記
入
し
て
、

下
記
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
可
）

〒
３
８
６
‐
０
０
１
４

上
田
市
材
木
町
１
丁
目
２
番
３
号

上
田
市
中
央
公
民
館
内

生
涯
楽
習
上
田
自
由
塾

2月 2月 
狩
猟
免
許
の

受
験
希
望
者
募
集
の

お
知
ら
せ

紙
お
む
つ
等
購
入
費
助
成
事
業

登
録
事
業
者
募
集
の

お
知
ら
せ

「
生
涯
楽
習
上
田
自
由
塾
」

講
師
募
集
の
お
知
ら
せ

上田市長選挙・上田市議会議員選挙 

4月9日（日）投票日 4月9日（日）投票日 4月9日（日）投票日 
　新市の上田市長選挙と上田市議会議員選挙が4月2日（日）に
告示され、4月9日（日）に投票が行われることになりました。
合併する4市町村の選挙管理委員会が会議を開き、内定しました。 
　新上田市の代表を選ぶ選挙です。棄権せずに投票しましょう。 
　投票のしかたなど詳しい内容は、広報武石3月号に掲載する
予定です。 

　立候補届出が円滑に行われるように、次のとおり説明会を
開催します。 

◆立候補手続等に関する説明会を開催します◆ 

△と　き　3月13日（月）午後2時～ 
△ところ　上田創造館文化ホール 
△内　容　立候補手続き、選挙運動などに関すること 
△問い合わせ　上田市選挙管理委員会事務局　電話23-5438
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時 刻 表 

　12月の区長配布および広報1月号でお知らせをしたデマンド交通につきましては、
多くの皆様から愛称のご応募をいただき、ありがとうございました。 
　ご応募いただいた愛称を検討委員会で協議検討した結果、愛称を「武石スマイル号」
にすることに決まりました。今後、愛称のように皆様に親しまれるよう運行してい
きますのでよろしくお願いいたします。 
　なお、車が出発する時刻は次のとおりです。 

ご注意ください    デマンド交通の運航開始で村営バスは廃止となります。 

・スポーツに触れ、楽しさ喜びを味わう 
・いろいろなスポーツを体験する機会 

触れる 
・スポーツを遊び感覚で楽しむ 
・スポーツを通じ多くの友達をつくる 

遊ぶ 

　　　　　　　 このような場の提供によって、より多くの方に参加して 

　　        いただき、体力向上・健康増進のお手伝いをします。 
まず、自分のできる事から始めてみませんか。 

●行政ではなく、会員の自主運営を基本とします。 
●参加する会員の会費により運営していきます。 

みんな
で 

楽しく
 

健康的
に 

親しも
う!!

た 

け 
し 

「たけしスポーツクラブ」 
　 
子どもから高齢者までスポーツに触れ、自分に合っ 
た環境で楽しめる「生涯スポーツ」を実現させる為 
の手段としてクラブの活動をスタートさせます。 

◆予約は受付センター（商工会　℡41-4555）
に車の出発時刻の30分前までにお願いします。
（ただし、丸子帰り便の10：50は10時までに、
15：35は14時45分までに予約してください。） 
◆時刻表はあくまでも目安です。予約状況により、
お迎えに行く時間が異なります。 
◆乗り合いになりますので、時間に余裕を持って
お出かけください。 

主な種目（予定） 

・エアロビクス 
・ソフトバレー 
・ニュースポーツ 
・太極拳 
・バドミントン 
・ビーチボール 
・ふわっとテニス 

ご不明な点等ございましたら、事務 
局までご連絡をお願いいたします。 
●たけしスポーツクラブ事務局 
　℡85-2030（武石村公民館内） 

依
田
窪
病
院 

丸
　
子 

大
屋
駅 

行き便 

帰り便 

行き便 

帰り便 

行き便 

帰り便 

9：30 

10：15 

9：30 

 

9：30 

10：30 

 

8：30 

 

8：30 

 

10：45 

11：15 

 

（10：50） 

 

12：30 

11：30 

12：15 

 

14：15 

14：45 

14：15 

 

14：15 

15：15 

 

15：15 

15：45 

 

（15：35） 
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◇
日
時

平
成
18
年
２
月
８
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

◇
場
所

上
田
合
同
庁
舎
「
講
堂
」

◇
申
込
方
法

２
月
６
日（
月
）ま
で
に
役
場
総
務

課
消
費
者
行
政
担
当
（
℡
85
‐
２
３

１
１
）
ま
た
は
、
上
田
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
℡
27
‐
８
５
１
７
）
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

最
近
、
大
手
金
融
機
関
な
ど
を
装

っ
て
、「
お
金
を
貸
し
ま
す
」
と
い
っ

た
内
容
の
偽
者
Ｄ
Ｍ
（
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
）
や
携
帯
メ
ー
ル
等
を
送
り

つ
け
て
、
保
証
金
や
保
険
金
名
目
で

お
金
を
騙
し
取
る
新
手
の
手
口
が
急

増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
詐
欺
行
為
を
「
貸
し

ま
す
詐
欺
」
と
い
い
ま
す
。
被
害
に

会
わ
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◆
そ
の
１

取
引
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
突

然
送
ら
れ
て
く
る
、「
お
金
か
し

ま
す
」
と
の
Ｄ
Ｍ
（
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
）・
携
帯
メ
ー
ル
等
に
注
意
。

◆
そ
の
2

融
資
を
す
る
前
に
、
様
々
な
口
実

で
お
金
を
振
り
込
ま
そ
う
と
す
る

手
口
に
注
意
。

◆
そ
の
3

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
か
も
し
れ
な
い

と
感
じ
た
ら
、
送
金
の
前
に
次
に

問
い
合
わ
せ
。

★「
貸
し
ま
す
詐
欺
」

被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

℡
03
‐
５
３
２
０
‐
４
７
７
５

東
京
都
貸
金
業
対
策
課

平
日
午
前
９
時
〜
12
時

午
後
１
時
〜
４
時
30
分
ま
で

※
夜
間
・
休
日
は
、
留
守
番
電
話

の
「
受
付
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
な
り

ま
す
。

裁
判
員
制
度
と
は
、
国
民
の
皆
さ

ん
に
裁
判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
有
罪
か
ど
う
か

を
判
断
し
て
も
ら
い
、
有
罪
の
場
合

に
は
、
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を

裁
判
官
と
一
緒
に
決
め
て
い
た
だ
く

制
度
で
す
。

長
野
地
方
検
察
庁
で
は
、
皆
さ
ん

の
職
場
で
の
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
、
学

校
の
授
業
等
に
お
も
む
き
、
裁
判
員

制
度
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
裁
判
員
制
度
を
題
材
と
し

た
ド
ラ
マ
形
式
の
ビ
デ
オ
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ

版
も
あ
り
ま
す
）
が
あ
り
、
長
野
地

方
検
察
庁
に
お
い
て
無
料
で
貸
し
出

し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は

お
気
軽
に
長
野
地
方
検
察
庁
企
画
調

査
課
（
℡
０
２
６
‐
２
３
２
‐
０
７

４
６
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
自
家
用
自
動
車
の
変
更
手
続
き

は
お
済
で
し
ょ
う
か
？

○
廃
車
を
し
た
方

○
自
動
車
を
他
人
に
譲
ら
れ
た
方
　

平
成
18
年
３
月
24
日（
金
）ま
で
に

手
続
き
を
済
ま
せ
る
と
納
税
通
知
は

変
更
後
の
方
に
発
送
さ
れ
ま
す
。
お

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
が
さ
れ
て
い
な
い
と
自
動

車
の
納
税
通
知
が
き
ま
す
。

◎
主
な
業
務
内
容

自
動
車
の
名
義
変
更
・
廃
車
の
手

続
き
等
の
代
行
業
務
、「
車
庫
証

明
書
」
の
代
行
業
務
、
自
動
車
保

管
場
所
の
現
地
調
査

自
動
車
の
手
続
き
で
お
困
り
の
方

は
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
自
家
用
自
動
車
協
会

依
田
窪
支
部
　
℡
42
‐
２
７
５
８

働
き
な
が
ら
技
能
を
取
得
し
て
立

派
な
技
能
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る

技
能
開
発
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

技
能
は
、
一
生
の
宝
物
で
す
。
専

門
技
能
を
身
に
つ
け
て
、
生
活
の
安

定
と
地
域
社
会
に
貢
献
し
ま
し
ょ
う
。

◇
募
集
専
門
職
種

・
木
造
建
築
科

・
建
築
板
金
科

・
造
園
科

・
建
築
設
計
科

・
左
官
タ
イ
ル
科

・
配
管
科

・
溶
接
科

◇
募
集
締
切
日

平
成
18
年
３
月
15
日（
水
）

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

℡
22
‐
２
６
６
６

1月分の水道水水質検査結果について 

※注〇印‥‥‥‥検査した全ての項目が水質基準に適合 
　　△印‥‥‥‥検査した項目のうち一部が水質基準に不適合 
　　×印‥‥‥‥検査した項目全てが水質基準に不適合 

長 坂 水 系 

唐沢権現水系 

余 里 水 系 

〇 

〇 

〇 

浄水基本10項目の 
水質基準判定 ※注 

無 

無 

無 

水質基準の 
不適合項目 備　　　　　考 

権現の一部を除く上本入地区に給水 

余里地区に給水 

権現の一部と余里を除く村内全域と丸子町腰越の一部に給水 

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」に

ご
注
意
く
だ
さ
い

騙
さ
れ
な
い
た
め
の

心
構
え
三
か
条

平
成
21
年
5
月
ま
で
に

裁
判
員
制
度
が

は
じ
ま
り
ま
す

自
家
用
自
動
車
の

変
更
手
続
き
に
つ
い
て

自
動
車
検
査
証
の

確
認
が
必
要
な
方

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

技
能
開
発
訓
練
生
の
募
集
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農業経営者のみなさんへ 

農
業
所
得
の
申
告
に
つ
い
て
 

　日頃、税務行政につきまして、ご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 
　さて、農業所得金額の計算及び申告については、記帳・記録などに基づいた収支
計算が原則ですが、小規模農家等で収支計算ができない場合には、経費目安割合方
式により所得の計算と申告をして頂いております。 
　この経費目安割合方式は、下図のように使用できる方が段階的に縮小され、平成１７
年分申告を最後に廃止となり、平成１８年分の申告からは全ての農業経営者の方が収
支計算による申告をして頂くこととなっております。 

　しかしながら、自家用の農作物を栽培するのみで農作物の販売収入が無い、比較
的小規模な農家も多いことから、下記のような問答形式により要件を満たした方は、
農業所得を０円とみなしての申告も選択できます。 

●収支計算移行スケジュール 

●農業経営等に関するお問合わせ 

（注）収入金額は、前年分の農業所得の収入金額。例えば、平成16年分申告での農業収入金額が200 
　　 万円以上の方は、平成17年分から収支計算での申告が必要です。 

（注）前年分の農業収入が200万円以上の方は、経費目安割合での申告はできません。必ず収支計算での申告が必要です。 

400万円以上の者  

 

 

200万円未満の者 

申告年分 
（暦年） 

14年分申告 
（15年2月） 

13年分申告 
（14年2月） 

15年分申告 
（16年2月） 

16年分申告 
（17年2月） 

17年分申告 
（18年2月） 

18年分申告 
（19年2月） 

400万円未満 
300万円以上の者 

300万円未満 
200万円以上の者 

前年の 
収入金額 

経費目安割合による申告 

収支計算による申告 

はい 
（全部自家用） 

はい 

はい 

はい いいえ 

ある ない いいえ 
（販売あり） 

いいえ 

いいえ 

農業所得を0円とみなして申告でき
ます。後日申告納税相談時に申告
してください。 

自家用の農作物を金額に直すと、
かかった経費のほうが多い。 

収支計算で申告して頂きます。収入
金と必要経費に関する書類を準備し
て、申告に備えてください。 

農業所得は0円とみなしてもよい。 

農作物は全て自家用です。 平成18年以降農作物を栽培する予定は？ 

私は平成17年中に農地を耕作しました。 

今後、農業を行なう予定ある方は、
後日申告納税相談時に税務係にご
相談ください。 

経費目安割合方式で申告して頂きま
す。配布された「農業所得計算表」
にて申告してください。用紙の無い
方は役場税務係までご連絡ください。 

今後、農業を行なう予定が
一切無い場合は報告等の必
要はありません。 

平成17年分の申告方法は？ 

収支計算で申告する。 経費目安割合方式を使って申告する。 

広報武石 平成１８年２月号　No.463（22）

　例年年末に区長さんを通じて全戸配布、回収をし
ておりました「農業所得計算表」は、昨年度から、
前年分の申告で、「農業所得を０円とみなす」申告を
選択しなかった方で、収支計算に該当する方以外に、
区長さんを通じて個別に配布しています。用紙が配
布された方は、正確に記入のうえ、納税相談の際に
ご持参ください。なお、前述の農業経営等に関する
お問合せをご覧頂き、平成１７年分の農業所得の申告
から「農業所得を０円とみなす」申告を希望される
方は、配布された用紙の氏名欄の下に、「農業所得み
なし０円」と記入してご持参ください。 
　平成１６年分以前の申告で「農業所得を０円とみなす」
と申告した方には「農業所得計算表」を配布しませ
んが、申告納税相談時に確認をさせて頂きます。なお、
平成１７年分の申告で要件に該当しなくなった方（平
成１７年中に販売収入があった場合等）は、申告の必
要がありますので税務係までご連絡ください。 
　収支計算での申告に該当する方、または、「農業
所得計算表」が配布されたが、収支計算での申告を

希望する方は「農業所得計算表」の提出は必要ありま
せん。必要書類を準備し申告に備えてください。申告
納税相談時に収支内訳書をご自分で作成し、申告して
頂きます。なお、収支計算についての詳しい資料等を
ご用意してありますのでご希望の方は、税務係までご
連絡ください。 

ご不明な点等については、役場 住民課 税務係までご連絡ください。（電話85-2827住民課直通／内線14･15） 

ご注意ください 

給与所得者の確定申告について 
【確定申告をしなければならない方】 

給与所得者でも、次のような方は確定申告をしなければなりません。 
 ・給与の年収が2,000万円を超える方 
 ・給与所得や退職所得以外の所得金額（収入金額から必要経費を控除した後の金額）の合計額が20万を超える方 
 ・給与を2か所以上からもらっている方 

【確定申告をすると所得税が還付される場合】 

確定申告をする義務がない方でも、次のような場合は、確定申告をすると源泉徴収された所得税が還付されることがあります。 
 ・マイホームを住宅ローンなどで取得した場合 ・多額の医療費を支払った場合 
 ・災害や盗難にあった場合 ・年の途中で退職し、再就職していない場合 

【申告にあたっての注意点など】 

 ・勤務先から交付された源泉徴収票（原本）を添付しなければなりません。 
 ・控除の種類に応じて領収書や証明書などが必要になります。 
 ・還付申告をする場合には、給与所得や退職所得以外の所得金額の合計額が20万以下であっても、それを含め 
　て計算しなければなりません。 
 ・還付金の受取は銀行などの預貯金口座への振込みが、また納税は預貯金口座からの振替納税が便利です。 
 ・申告する所得が給与所得、公的年金などの雑所得、配当所得、一時所得だけの方で予定納税額のない方は、原 
　則として、申告書Ａをそれ以外の方は申告書Ｂを使用します。 

【申告書の作成は便利なホームページで】 
確定申告書は、国税庁のホームページ「所得税の確定申告書作成コーナー」で作成した申告書をプリントアウ
トし、そのまま提出できます。同コーナーを利用すれば、申告書用紙の交付を受けるために税務署に出向かず
自宅で都合の良い時間に申告書を作ることができます。また、税務署で長時間待つこともなく郵送で提出でき
ますので、ぜひご利用ください。（国税庁のホームページアドレス　http://www.nta.go.jp.） 

お問い合わせ先 
上田税務署個人課税部門 

℡21-0434

　農業所得を0円とみなしての申告ができる方は、栽
培した農作物がすべて自家用のみであり、農作物の販
売収入がまったく無く、自家用の農作物を金額に直し
た場合には、かかった経費のほうが多い方です。次頁
の農業経営等に関するお問合せをご覧頂き、実情を確
実に把握して正確に申告してください。 
　農業所得計算表の記入および農業所得を0円とみな
しての申告は、正確に行なってください。後日、税務
調査等により申告した内容に誤りがあった場合には、
修正申告が必要となり、不足税額に加えて過少申告加
算金、延滞金、無申告加算金が加算される場合があり
ます。ご注意ください。 


	01
	02-03
	04-05
	06-07
	08-09
	10-11
	12-13
	14-15
	16-17
	18-19
	20-21
	22-23

